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完全無所属・市民派! 市民ネットワーク完全無所属

学校と地域でつくる学びの未来
大垣市のコミュニティ・スクール導入率０％!?

岡田まさあき市政・県政報告岡田まさあき 岡
田
の
改
革
に
、力
を
。

赤
鉛
筆
灘
中
入
試
問
題
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考
え
る
こ
と

岡
田
ま
さ
あ
き

　

今
年
は
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
と
コ
ル
デ
ィ
ナ

で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
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イ
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ー
で
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
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戦
争
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休
戦
し
て
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大
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に
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よ
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の
理
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げ
る
『
平

和
の
祭
典
』
で
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
も
世
界
で
は
、
戦

争
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
一
月
十
七
日
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中
高
一
貫
の
私
立

灘
中
学
校
の
国
語
の
入
試
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題
で
、
次
の
よ

う
な
詩
を
引
用
し
て
出
題
さ
れ
ま
し
た
。
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あ
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ゅ
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だ
け
て
も

あ
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こ
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あ
し
が
し
ょ
う
げ
ん
し
て
く
れ
る

に
げ
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な
ん
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ど
こ
に
も
な
か
っ
た
っ
て

　

ガ
ザ
で
は
、
自
分
や
子
ど
も
が
殺
さ
れ
て
も
身
元
が
分
か

る
よ
う
こ
の
名
前
を
そ
の
足
に
書
く
こ
と
に
し
た
親
も
い
る

　
　
　
　
　
　

二
〇
二
三
年
十
月
二
十
二
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C
Ｎ
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報
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問
―
線
部
「
あ
た
し　

か
ず
じ
ゃ
な
い　

お
な
ま
え
が
あ
る
の
」
に
込
め
ら
れ
て
い

る
思
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
、
答

え
な
さ
い
。

　

こ
の
問
に
、
小
学
六
年
生
の
岡
田
少
年
に
な
っ

て
解
答
す
る
な
ら
ば
、

　

「
『
私
は
、
大
好
き
な
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

や
兄
弟
た
ち
や
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い

持
っ
て
い
る
人
間
な
の
で
す
』
と
い
う
思
い
」

　

と
答
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
入
試
の
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
の
出
題
が
増

え
て
い
る
日
本
の
国
語
問
題
に
一
石
を
投
じ
た
出

題
で
し
た
。

　

受
験
生
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
解
答
し
た
の
で

し
ょ
う
か
？

　

今
、
私
た
ち
日
本
人
は
平
和
な
日
本
に
生
き
て

い
ま
す
。
私
は
「
正
義
あ
る
平
和
」
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
次
の
俳
句
を
創
り
ま
し
た
。
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　裏面の本田議員の質問にあるように、
大垣市は岐阜県で唯一、コミュニティス
クール（学校運営協議会制度）の導入率が
０％（岐阜県平均90.2％）です。なぜで
しょう？コミュニティスクールは既に平
成16年度に制度化されています。現在、
大垣市は従来型の各校区で約７～８人の
「学校評議員制度」を運用し、年３回程度
の会議を開いています。文部科学省は毎
年、「コミュニティスクールの研究大会」
を全国各地で開催し、地域と一体となっ
た特色ある学校づくりをめざしています。
また、総務省は「地域運営組織（RMO）」
とコミュニティスクール・地域学校協働
活動との一体的推進をはかり、普通交付
税や特別交付税をコミュニティスクール
を実施している自治体に交付てきるよう
にしています。 文部科学省HPより 総務省HPより

文部科学省HPより

大垣市のコミュニティ・スクールの導入率は、
どうしては０％なの？
大垣にも「学校と地域で作る学びの未来」の
ために、コミュニティ・スクールは
　　　　　　　　　必要なことだよね。

　　　　　　　　　岡田のおじさん、
　　　　　　　　　大垣市の導入率０％は
　　　　　　　　　　　へんじゃないかな？

テーマ　『認知症になっても安心して暮し続けるために』
講　師　永田久美子 氏（認知症介護研究・研修東京センター 研究部長）
日　時　4月２６日 日 　１３：３０～１５：３０
会　場　大垣市情報工房５F セミナー室（大垣市小野４丁目）
会　費　５００円（資料代）

俳
句
エ
ッ
セ
イ

主催／NPO法人 旅人とたいようの会
市民講演会のお知らせ

大垣市の
導入率は
０%!!


